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中成薬・参茸鞭丸の顕微鏡分析
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参茸鞭丸は中国東北地方では貴重な保健薬で『遼寧省薬品標準~ (1987年版) 1) に収載されており，

補腎壮陽，強精増髄の効能があるため，性欲衰退，腎虚，気弱，陽痩，早世，遺精の諸証に用いられ

ている.この薬はすでに中国香港地区およひ・シンガポール，マレーシアなどの国で販売されているが，

応用範囲は今後さらに拡大する可能性がある.したがって参茸鞭丸の品質の管理は非常に重要である

が，組成が比較的複雑で7種の動物薬(狗鞭，瞳鞭，干家雀など)， 18種の植物薬(人参，鎖陽，淫羊

蓋，公丁香，拘杷子，菟綿子，地骨皮など)および4種の鉱物薬を含んでおり，合計 29種の粉末生薬

からなっているため，その品質管理基準の確立は非常に困難である.このような多種類の粉末生薬を

含む中成薬の品質管理には鏡検による鑑定が応用されている 2~同が，参茸鞭丸の顕微鏡分析はまだ行

われていない.したがってこの中成薬の品質を保証するために顕微鏡分析基準を確立することは意義

のあることである.また現在，紹鞭，狗鞭，腫鞭，牛鞭，鹿鞭および海狗鞭などの鞭類生薬は比較的

広範に応用され多くの中成薬に含まれているが，鞭類生薬含有の中成薬の顕微鏡鑑定研究は極めて少

ない.本処方には 4種の鞭類生薬が含まれており，今回の顕微鏡分析はこの 4種の鞭類生薬を含有す

るその他の中成薬の顕微鏡鑑定の基礎になると考えられる.また干家雀，鹿茸などの動物性生薬につ

いても同様である.

実験材料および方法

1.中成薬・参茸鞭丸

本品は遼寧省薬品標準 1987年版 1) の記載によると以下の生薬の粉末にデ、ンプンを加えて水丸とした

ものである.

鹿茸 12.5kg，紅参 10kg，巴戟天 2kg，補骨脂(塩妙)1.5kg，菟綿子(妙)9kg，拘紀子 5kg，陽起石

(椴)9kg，桂皮9kg，黒順片9kg，熟地黄5kg，砂仁 lkg，石燕(般)5kg，地骨皮 2kg，杜仲(炭)lkg， 

甘草O.5kg，公丁香1.25kg，干家雀 1.5kg，天門冬2kg，淫羊蓋(制)lkg，小海，馬(制)lkg，鎖陽1.5kg，

川牛膝2kg，大青塩4kg，硫黄(制)O.15kg，韮菜子1.5kg，瞳鞭(費制)O.067kg，狗鞭(費制)O.OI7kg， 

牛鞭(費制)O.133kg，貌鞭(費制)O.OI4kg. 
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実験材料は大連中薬廠提供品 3種および沈陽東風薬房にて 1995年 9月と 1996年 3月に購入した市

場品 2種を使用した.丸剤は直径約 6.6mm，重さ約 0.23g，味はわずかに塩辛く苦い (Fig.l). 

2. 比較材料

比較に用いた 29種類の生薬材料は大連中薬廠，遼寧中医学院中薬標本館および沈陽市薬品検験所か

ら提供されたものであり，詔鞭を除いて中国薬典 18)，中国衛生部薬品標準 19)および遼寧省薬品標準 1) の

規定に適合するものを使用した.努鞭はミンク(水詔)Mustera vison SCHREBERの雄性外生殖器 20) を

乾燥して製したものであり，これを使用した.これらを粉末にし 100メッシュの鯖を通過したものを

比較材料にした.

3. 観察方法

中成薬の顕微鏡鑑定に用いられる通常の方法 3，8， 12)に従って操作し観察した.ただし大青塩は参茸

鞭丸 3丸に水 40mlを加え乳鉢で研磨し静置した後，上清液をとり水浴上で、濃縮乾田したときに析出す

る結晶について観察した 15).なお，本品から大青塩を除いた盲検体で同様な操作を行うとき，このよ

うな結晶が析出しないことを確認している.

結果

以下の組識片を各生薬の特徴として観察することができた.

動物性生薬 (Fig.2)

1.干家雀:骨砕片，不定形でほとんど無色あるいは淡灰黄色，表面は頼粒性，骨小腔は長条形ある

いは長裂縫状で径 1"-'4μm，長さ 8"-'20μm，同一方向に配列し，骨細管は不明瞭;羽毛の毛茸，竹節

状，節問長 16"-'43μm，径 4"-'1 0μm，節部の多くは黒褐色あるいは赤褐色物を含有している.2.小海

馬:骨砕片，不定形でほとんど無色，表面の模様はきわめて少ないかあるいはない.骨小腔は裂縫状，

長円形あるいは円形で径 1---6μm，長さ 6---20μm.骨細管は不明瞭.3.紹鞭:陰茎骨砕片，不定形で

淡灰色あるいは淡黄色，表面には細密な縦方向の模様が見られ，かっ細かい横向きの模様も観察され

る.骨小腔は長楼形あるいは類多角形で径 2---8μm，長さ 8---30μm，同一方向に配列，骨細管は比較

的明瞭. 4.狗鞭:陰茎骨砕片，不定形で淡灰色あるいは灰黄色，表面には極めて細かくて徴密な波状

の縦紋があり，骨小腔は長条形で同一方向に配列し，大きさは比較的一定で径 2"-'6μm，長さ 18---25

μm，骨細管は明瞭.5.瞳鞭:柱形結合組識，ほとんど無色あるいは淡黄色で径 31"-'77μm，表面には

断続的な縦紋と径 1"-'5μm，長さ 4"-'16μmの長楕円形あるいは裂縫状の陥嵩がありこの陥宮は頼粒状

物を含有している. 6.牛鞭:横紋筋繊維，ほとんど無色あるいは淡黄色，径 22"-'70μm，横紋は波状

あるいはわずかに平直，横紋の間隔は 3---6μm. 7.鹿茸 1め:骨砕片，淡黄褐色~褐色，表面には細密

で縦方向の模様と点状孔隙がある.骨小腔の多くは類円形あるいは類楼形，配列は不規則で径 3"-'11μ 

m，長さ 8---21μm.骨細管は明瞭.

鉱物性生薬 (Fig.2)

8.陽起石:晶塊，繊維柱状あるいは柱晶束様を呈し，大きさは不均一，無色透明，縦方向に直線状

の紋様がある.9.石燕:晶塊，不定形で大きさは不均一，無色半透明，表面には赤褐色あるいは檀赤

色斑あるいは頼粒状物が見られる.10.硫黄:晶塊，不定形で大きさは不均一，ほとんど無色で半透明，
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辺縁は角がはっきりしており，表面には黒色の頼粒状突起物あるいは紋様があり，層状構造が見られ

る. 11.大青塩 15):晶塊，長方形，類方形あるいは柱状形，無色，径 6----39μm，長さ 10----146μm，表

面には線状あるいは頼粒状の紋様が見られた.

結品を特徴とした生薬 (Fig.3)

12. 紅参 3，11， 16) .鋭尖頭の集晶，径45----86μm. 13. 公丁香川 16) .集晶，径4----20μm，直線状に

配列あるいは集合体. 14. 川牛膝 16) .砂晶，径約 8μm，木部繊維(非木化)に存在する. 15. 地骨

皮 16) .砂晶，径約2μm，柔細胞および放射組織に存在する.

石細胞を特徴とした生薬 (Fig.3)

16.巴戟天 10，16) .石細胞，細胞壁の層紋は明瞭，膜孔が分枝していることもある.17.天門冬 10，16) • 

石細胞，孔紋は密で多く，膜孔は細く短い. 18. 黒順片 10，16) .石細胞，類方形あるいは長方形，孔紋

は円形で少なく膜孔は組くて比較的太く深い.19. 拘把子 11，14， 16) .種皮石細胞，細胞壁が波状に湾曲

しており層紋は比較的明瞭，膜孔は不明瞭. 20.桂皮 4，1め:石細胞，丸みを帯びた類方形で細胞壁の

一辺が薄く他の辺は肥厚している. 21.杜仲 10，16) .石細胞，ゴム質の団塊を含む.

種皮を特徴とした生薬 (Fig.3，4) 

22. 菟綿子 10，16) .種皮柵状細胞， 2列で黄褐色，光輝帯は明瞭.23.補骨脂 14，16) :種皮柵状細胞，

1列で淡褐色~赤褐色，光輝帯は不明瞭. 24. 韮菜子 15) .黒褐色の種皮表皮細胞. 25. 砂仁 8，16) .内

種皮杯状細胞，赤褐色，ケイ質塊を含む;赤褐色の下皮細胞と種皮表皮細胞.

柔組織を特徴とした生薬 (Fig.4)

26. 熟地黄 2，7，16) .柔組識，圧縮され敏になっており核状物を含む.27.鎖陽 10，16) .柔細胞片，褐

色をしておりデンプン粒を含む.

その他の生薬 (Fig.4)

28. 甘草 4，9， 16) .結晶細胞列を含む繊維.29. 淫羊蓋 1η:葉表皮細胞および気孔;黄褐色物を含む

非腺毛.

考察およびまとめ

1. 29種の粉末生薬中，子家雀，小海馬，詔鞭，狗鞭，腫鞭，牛鞭，陽起石，石燕，硫黄および大青

塩の 10種については顕微鏡鑑定に関する文献がほとんどない.したがって本研究によりこれら粉末生

薬の顕微鑑定基準を作成し，本処方中の該当生薬について顕微鏡分析の指標を確立した(大青塩の検

測方法と特徴は文献 15)の記載と一致). 

2. 7種の動物性生薬の顕微鏡特性は非常に類似しており鑑別が難しいが，今回顕微鏡分析の指標を

確定することができ，速やかに鑑別が可能になった.腫鞭および牛鞭を除く 5種の動物性生薬は骨組

識 21~2めを具えており，その砕片が認められる.鹿茸の骨砕片は淡黄褐色~褐色，骨小腔は類円ある

いは類楼形，直径が 11μmに達するものもあり，骨細管は多くかっ明瞭であった.骨小腔の配列は不

規則である.また表面には縦紋と点状の孔隙がある;懇鞭と狗鞭の骨砕片は鹿茸に比べて色が薄く骨

細管は比較的明瞭ではあるが鹿茸ほど多くはない.ただし紹鞭の骨小腔の多くは長楼形あるいは類多

角形で直径 2----8μm，長さ 8----30μmであるが，狗鞭の骨小腔は長条形，直径 2----6μm，長さ 18----25

-3-



μmで大きさは比較的均等である.両者の骨小腔は同一方向に配列している.これ以外に紹鞭の骨砕

片の表面には細かい縦紋に加え横紋が見られるが，狗鞭では細かい縦紋が見られるのみである;小海

馬と干家雀の骨砕片は色が最も薄く骨細管は不明瞭であるが，小海馬の骨小腔は裂縫状あるいは長円

形~円形で直径 1----6μm，長さ 6----20μm，干家雀の場合は長条形あるいは長裂縫状で直径 1----4μm， 

長さ 8----20μmである.また小海馬の骨砕片表面にはほとんど紋様がないが，干家雀では頼粒状の紋様

が見られる;腫鞭の柱形結合組織は 7種動物性生薬の中で比較的特有な性質を有している.狗鞭と牛

鞭でも類似の柱形結合組織が見られるが，これらは頼粒状物を含む楕円形あるいは裂縫状の陥商は見

られない;鹿茸を除く 6種の動物性生薬では横紋筋繊維が観察されるが，牛鞭の横紋筋繊維の横紋幅

は3----6μm，その他は 3μm以内であることから横紋幅が 3μmより大きいものは牛鞭の特有な顕微鏡

特性である.

3. 4種の鉱物性生薬の中で大青塩は鑑定方法が特徴的であり他と区別べきる;陽起石の品塊は無色

透明で繊維性柱状あるいは柱品東状である;硫黄と石燕の晶塊は半透明であるが，前者の表面には黒

色頼粒状物および紋様があり，後者の表面には赤褐色~黄赤色斑および頼粒状物がありこれらの特徴

で容易に鑑別可能である.

4. 紅参の集晶は鋭尖頭で直径が 45μm以上のものがあり公丁香の集晶(直径 4----20μm) と区別が

できる.

5. 川牛膝の砂晶の形態は多様で類方形，三角形あるいは不定形で比較的大きい(直径約 8μm);地

骨皮の砂晶は極めて微細(直径約 2μm)で矢じり形をしており，以上のことから両者は区別可能であ

る.また前者は非木化した木部繊維に，後者は柔細胞および放射組織に含まれていることがあり，こ

の点からも鑑別の正確性を高くしている.

6. 巴戟天，天門冬，黒順片，拘杷子，桂皮および杜仲の石細胞は非常に特徴的であり，本研究では

これらの特徴を取り上げることにより容易に鑑別可能である.地骨皮にも石細胞が含まれるが，極め

て少なく，壁は薄くて孔紋は少なく膜孔は見られない.したがって上記粉末生薬で見られる石細胞と

区別できる.

7.繊維は甘草の他に桂皮，川牛膝，公丁香，地骨皮，巴戟天，天門冬および淫羊蓋に見られるが，

甘草の場合結晶細胞列を含む点で他と区別できる.

8.種皮柵状細胞は菟綿子と補骨脂に見られるが，菟綿子の柵状細胞は黄褐色を呈し 2列で光輝帯が

明瞭である;補骨脂の場合は淡褐色~赤褐色で 1列，光輝帯が不明瞭な点で区別できる.種皮表皮細

胞は圭菜子の場合は色調が黒褐色である;砂仁の種皮表皮細胞は赤褐色である.また砂仁はケイ質塊

を含む赤褐色の内種皮杯状細胞が見られ他と区別できる.

9. 熟地黄では頼粒状物を含む柔組識，鎖陽ではデンプン粒を含む褐色の柔細胞片，淫羊蓮では葉の

表皮細胞と気孔および黄褐色物を含む非腺毛が見られ，これらの組識片で鑑定可能である.

謝 辞:本研究は日中医学協会助成事業一日本財団補助金を受けて実施したものであり深く謝意を表

する.
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Fig.2 参茸鞭丸に配合される粉末生薬
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1 :子家雀 (a骨砕片， b羽毛の毛茸)， 2:小海馬(骨砕片)， 3:額鞭(陰茎骨砕片)， 4:狗鞭
(陰茎骨砕片)， 5:瞳鞭(柱形結合組織)， 6:牛鞭(横紋筋繊維)， 7:鹿茸(骨砕片)， 8:陽
起石(晶塊)， 9:石燕(品塊)， 10:硫黄(晶塊)， 11:大青塩(晶塊)



¥
認
し
ハ

//j
で
¥

Fig.3 参茸鞭丸に配合される粉末生薬

12 :紅参(集品)， 13:公丁香(集晶)， 14:川牛膝(砂品)， 15:地骨皮(砂晶)， 16:巴戟天
(石細胞)， 17:天門冬(石細胞)， 18:黒.)1頂片(石細胞)， 19:拘杷子(種皮石細胞， a表面視，
b側面視)， 20:桂皮(石細胞)， 21 :杜仲(石細胞)， 22:菟綿子(種皮柵状細胞， a側面視， b 
表面視)， 23:補骨子(種皮柵状細胞， a側面視， b表面視， c底面視)
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Fig.4 参茸鞭丸に配合される粉末生薬
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し一一一」
50μm 

24 :主菜子(種皮表皮細胞)， 25:砂仁 (a内種皮杯状細胞， b下皮細胞と種皮表皮細胞)， 26: 
熟地黄(柔組織)， 27:鎖腸(柔細胞)， 28:甘草(結晶細胞列)， 29:淫羊葎 (a葉表皮細胞と
気孔， b非腺毛)


